
1第2部   

入院治療の記録  

入院中は、病状や治療についての  

説明を受ける機会が多くあります。  

治療や、慣れない場所での生活のた  

め大変なことも多い時期ですが、自  

分の状態をできるだけ知り、そのと  

きの対応方法について書き留めて  

おくと、退院後の生活にも役立ちま  

す。   



記入日  年   月  日  記入日  年   月  日  

今回め入院の予定について整理する   

入院中の生活に早く慣れるためにも、必要な情報を書き  

留めておきましょう。  

治療開始前  を整理する   

多くの場合、入院して1～2日日ごろに、担当医から治  

療の内容や手順などについて説明があります。その内容  

を書き留めておきましょう。  
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治療と体調の記録 ‥．  月  

治療と体調の記録   

体調の変化などがあったときに、自分の状態を正確に  

担当医に伝えることで、適切な対応をしてもらうことがで  

きます。以下の記録シートに、受けた治療や検査の内容  

のほか、食欲、睡眠など日常の様子や、あなたの体調を書  

き留めておきましょう。  

記録する項目   日（）   日（）   日（）  

●記録する項目の例   

食欲、検査結果、治療の実施状況、睡眠、副作用、そ  

のほか気になる症状など  

※記録が必要な内容は、がんの種矩や治療によって異なるの   

で、患者必携『がんになったら手にとるガイド』の第3郡第3章  

「それぞれのがんについて知る」の解説を参照してください。  

●記入例  

記録する項目   日（）   日（）   日（）   

軸：音頭   軸：半す   軸：全雑食べた  

食草  昼：3割ぐらい   昼：半分   昼：生卵食べた  

ク：3㊨1ぐらい  ケ：生卵食べた  ケ：全雑食べた   

良好  
頼査結果  

ケ白の治嬢  
（白血球）  

できるとのこと  

午後、托がん利  

ご台痺  治癒  

11軍、吾竣   なし  

後竣  ※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。   
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No  

治療と体調の記録   月  治療と体調の記録 ……‥‖ 月  

記録する項目   日（）   日（）   日（）  記録する項目   日（）   日（）   日（）  

烏1  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  ※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。   
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記入日  年  月  日  No  

治療と体調の記録 ………月  

記録する項目   日（）   日（）   日（）  
治療結果の説明を整理する   

治療を受けた後、治療結果の説明を受ける機会があり  

ます。説明内容を記録しておきましょう。  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  
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記入日  年   月  日  記入日  年   月  日  

退院後の生活で気を付けることのメモ  

●●●●  

［コ日常生活で、してはいけないことはありますか？  

口日常生活で気を付けることはありますか？   

（食事、運動、排尿、排便、入浴、外出、旅行、仕事など）  

［コ（休職していた場合）いつから職場に戻れますか？  

［］すぐに連絡したほうがよい症状などがあれば、   

教えてください。  

［］緊急時の連絡先を教えてください。  

［コその他、聞きたいこと   

（  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。   
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記入日  年   月  日  記入日  年  月  日  

あなたがかかる医療機関一覧   

普段受診する所、緊急時に連絡する病院など、どのよ  

うなときに、どこを受診するのかを一覧にしておきましょ  

。  

今後の治療・検査の予定をまとめる   

今後の治療・検査の方針について、今の段階でわかっ  
ている予定をまとめておきましょう。  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  

※受診する予定の医療機関については、P45「あなたがかかる   

医療機関一覧」にも連絡先などを記入しておきましょう。  

※患者必携『がんになったら手にとるガイド』のP52「療養生活   

を支える仕組みを知る」もご参照ください。   
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第3部 

療養生活の記録   

治療後は体をいたわりながら、日  

常生活を送ることになります。ま  

た、通院しながら元の生活に戻る  

場合もあるでしょう。そのときに、  

記録しておくと役立つこともあり  

ます。   



記入日  年   月  日  

診察のときのためのメモをつくる  

自分の知りたいこと、言いたいことを、要領よく伝えるのは難  

しいことです。あらかじめ伝えたい内容を整理したり、担当医  

からの説明を書き留めるために、このメモを活用してください。   

なお、《診察を終えて≫の欄には、診察で理解できたこと、気  

を付けようと思ったことを書き留め、その後の生活に役立てま  

しょう。  

受診時に伝えたいこと、質問したいことのメモ  

担当医からの説明の記録  

（診察を終えて〉※診察によって理解できたこと、注意点などを書き留めておきましょう。  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  
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記入日  年   月  日  No  

担当医以夕抽lら受けた説明を書き留める  

薬剤師や栄養士、相談支援センターなどから受けた説明や助  

言も書いておきましょう。  

受診時に伝えたいこと、質問したいことのメモ  

1亡I5、61蔓‖二分けてノ、しずっとる  

担当医からの説明の記録  

〈診察を終えて〉  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  ※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。   
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担当医以外から受けた説明を書き留める  

薬剤師や栄養士、相談支援センターなどから受けた説明や助  

言も書いておきましょう。  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。  
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薬や休調のことを記録する  

薬は、正しくのむことがとても重要です。日記や予定表に、自  

分でわかりやすいように工夫して、薬の一覧表や、服薬の確認な  

どを記録しておくと、薬の管理に役立ちます。  

《薬の一覧》 「薬の一覧表」→P67－  

あまり気にしすぎる必要はありませんが、治療が一段落して  

からも自分の体調や気持ちの状態を、記録しておくことが役  

立つことがあります。下記のような「気持ちの温度計」や「痛み  

日記」を参考に、記録しておくと便利です。  

▼「気持ちの温度計」…‥つらいとき、ゆううつなときに、   

自分の心の状態の変化を確認するためのものです。  

国立がんセンター精神腫瘍字グループ「つらさと支障の寒暖計」より  

▼「痛み日記」……痛みの治療を受ける際、日々「痛み」の   

変化を記録するためのマークです。  《服薬確認》 「週間スケジューJH→P62～  

記録する項目   白（）   日（）   日（）   

記録  

※患者必携『がんになったら手にとるガイド』のP20「がんと言   

われたあなたの心に起こること」、Pl06「痛みを我慢しない」   

もご参照ください。   
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記入日  年   月  日  

治療・療養生活のバランスを取る  

治療が一段落して、元の生活に戻ったとき、前と同じ生活をす  

ることが難しいこともあります。以前の生活とは優先順位を変  

えたり、工夫をしていくことも必要になるかもしれません。   

そのようなときに、あなたが生活の中で大切にしたいことを  

もう一度整理してみましょう。それが、心と体の状態を整える  

ことにもつながるかもしれません。  

したいことを考える   

あなたが生活の中で大切にしたいことと、そのための  

工夫について、書き出してみましょう。  

副作用の管理  

※ページは、必要なだけコピーしてお使いください。   
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